2011年度　英語Ⅱ　シラバス

担当者：鈴　木　政　浩
（suzuki@bunri-c.ac.jp）
１　授業のねらい

1) 授業内コミュニケーション(Humanistic Approach)による英語による表現活動に取り組む（英語による表現活動を含む）。

2) 英検準2級レベルの問題に取り組み、後期終わりには合格を目指す。

3) 協同の取組により、仲間と学び合う技能を身に付ける。

２　授業の予定

Living Grammar. Seibido　使用テキスト：英検準2級の過去問題（個人サーバーを利用）

	重点
目標
	英検過去問題への取組　英語表現活動

洋画transcriptの音読、パラレルリーディング、シャドーイング

	第1回
	9月27日
	オリエンテーション
	コンピューターの使い方、評価基準等

	第2回
	9月29日
	受検級診断とリスニング対策
	ページの使い方の説明

	第3回
	10月4日
	英語表現1（導入）
	英語表現活動（自分のことについて）

	第4回
	10月6日
	課題1
	内容

1. テキスト

2. 英検リスニング対策

3. 英語表現とコミュニケーション

4. その他

	第5回
	10月11日
	課題2
	

	第6回
	10月13日
	課題3
	

	第7回
	10月18日
	課題4
	

	第8回
	10月20日
	課題5
	

	第9回
	10月25日
	課題6
	

	第10回
	10月27日
	第1回授業内テスト
	第1～9回までの内容に関する小テスト

	第11階
	11月1日
	映像教材1
	映像教材を視聴し、英語の表現法を学ぶ

	第12回
	11月8日
	
	

	第13回
	11月10日
	英語表現2（導入）
	友だちのことを英語で表現する

	第14回
	11月15日
	課題7
	内容

1. テキスト

2. 英検筆記対策

3. 英語表現とコミュニケーション

4. その他

	第15回
	11月17日
	課題8
	

	第16回
	11月22日
	課題9
	

	第17回
	11月24日
	課題10
	

	第18回
	11月29日
	課題11
	

	第19回
	12月1日
	課題12
	

	第20回
	12月6日
	第2回授業内テスト
	英語表現活動（友だちのことについて）

第１回～19回までの内容に関するテスト

	第21回
	12月8日
	第2回授業内テスト予備日
	

	第22回
	12月13日
	映像教材2
	映像教材を視聴し、英語の表現法を学ぶ

	第23回
	12月15日
	総合演習1
	さまざまなタイプの英文講読（英字新聞、エッセー等）や表現活動

	第24回
	12月22日
	総合演習
	

	第25回
	1月12日
	総合演習
	

	第26回
	1月17日
	総合演習
	

	第27回
	1月19日
	最終授業内テスト
	英検準2級のテスト（筆記）

	第28回
	1月24日
	
	英検準2級のテスト（リスニング）

	第29回
	1月26日
	振り返り（テスト予備日）
	

	第30回
	1月31日
	成績評価申し渡し（仮）
	個人面談：出席回数と評定の確認（仮）


３　授業の内容･方法

まず、英語嫌いからの脱却を目指します。どのように英語を学べばよいかを具体的に説明し、実践してもらいます。最終的には問題集やテキストを使い、自分で学ぶことができるようになってもらいます。最初はゆっくりと丁寧に授業を進めますが、徐々に先生に頼らなくとも各自で課題をやりきるようになってもらいます。最終的には英検準2級の問題に挑戦し、合格するレベルに到達してもらうことを目指します。

また、協同の学びを経験し、仲間と認め合い励まし合う学習を進めます。

· 4名のグループで各自が役割を担い課題を進めること

· 他人任せにすることなく、自分の役割をきちんと果たすこと

· グループ内での取り組み成果は、グループのメンバー全員が共有すること

毎回の課題は、ホームページを通じて配信します。授業で利用するホームページは、http://msuzuki.sakura.ne.jp/にアクセスし、左側にあるメニューの＜授業専用ページ＞をクリックし、右上の＜英検楽学習関連のページ＞をクリックして下さい。一部パスワードが要求されるページがあります（ユーザー名：pw　パスワード：dreams）

４　到達目標

(1) 英検準2級リスニング問題のパラレルリーディングとシャドーイングができる。

(2) 英検準2級の筆記問題を6割以上正解することができる。

(3) 2度の授業内テストに合格する。

(4) 自分のことや友だちのことについて英語で表現ができる。

(5) 仲間と協力して学習を進めることができる（授業参加度）。

(6) 外部学習サイトを使用する習慣を付ける（サイトについては上記ホームページ参照）。

５　成績評価

欠席が3割を越えない方は、後期テスト期間中の統一テストを受検することができます。統一テストに加え、上記の到達目標をどの程度達成しているかを総合的に判断して評価を行います（統一テスト20％、テスト（英検＋授業内）20％、プレゼンテーション20％、授業参加度他40％）。より量をこなし、よりレベルの高い課題を達成した場合によい成績を付けます。

６　授業を受ける上での注意事項

英検関係の練習については、ネット上の教材を中心に学習します。毎回範囲を指定しますので、協力し合いながら課題に取り組んで下さい。課題の取組状況は毎回報告してもらいます。また、英語で自分や友だちのことについて語れる力を付けてもらいます。毎回少しずつ積み重ねながら、後期が終わる頃にはまとまった量の英語が話せるようになってもらいます。
成績評価の目安

●　個別課題

	評価
	英検受検級
	リスニング
	単語調べ
	単語練習

	S
	準2級

	A
	3級

	B
	4級

	C
	共通課題


後期最後の英検模試試験で合格点が取れなくても構いません。もし合格した場合は評価を1つ上げます。英検が大変だと思う人は、以下の共通課題でがんばってみましょう。

●　共通課題

1. 英語によるプレゼン（自己紹介）

2. プリントと小テスト

3. その他
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